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 最近、「食の安全・安心」や「安全・安心な街づ

くり」、「安全・安心な医療の提供」という言葉をテ

レビやホームページ、病院等で目にすることが多

いかと思います。あたかも安全と安心がセットのよ

うに使われていることも多いと思いますが、そもそ

も安全と安心とは同じ意味なのでしょうか？ 

 安全の意味を簡単に言うと、客観的もしくは科

学的に身体に対する危険性が小さい、または危

険がない状態を言います。したがって、安全とい

う場合には、主観的に見て危険性（リスク）が少な

い状態ではなく、客観的および科学的にみて危

険性（リスク）が小さい状態であるということになり

ます。要するに根拠がない安全は安全とは言え

ないのです。例えば「アレルゲンを含む食品に関

する表示」や「公共施設のバリアフリー対策」など

がこれにあたります。 

 一方、安心とは、主観的に不安や心配に思うこ

とがない（小さい）こと、危険（リスク）と感じることが

ない（小さい）ことを意味します。安心は、心という

言葉が含まれている通り、気持ちの問題で、主観

的なもの、思っていることになります。 

 例えば「〇〇産牛のみ使

用」とか「天然・自然由来の

〇〇食品」とか「〇〇体験

談」とかが記載されていると

根拠もなく安心してしまうの

がこれにあたると思います。 

 「安全であっても安心する

とは限らず、安心しても安全であるとは限りませ

ん」 

 わたしたち医療従事者が患者さんに安心してい

ただく医療を提供するためには、滅菌環境でおこ

なわれる手術室や疾患等の見落としや測定誤差

の少ないＣＴ装置等の設備の充実やヒューマンエ

ラーを含む医療事故を未然に防ぐ診療システム

を構築するだけでは足りません。 

 当院を患者さんが安心して受診していただける

信頼関係こそが、一番大切な安全と安心の架け

橋になっていると思います。そのためには少しでも

多くの情報を患者さんと共有して、歯科医師およ

び病院全体に対する信頼関係を築いていかなけ

れば「安全・安心な医療の提供」はできません。 

 患者さんが少しでも「安心」して医療を受けてい

ただくためにも、治療や検査に対して不安なこと

や疑問に思っていることがあれば、どんなことでも

わたくしたちに、ご相談下さいませ。 
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医療における安全と安心とは？ 
インプラント歯科 科長 宗像 源博  
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 そもそもインプラント治療とは、歯が抜けた部分に

歯根に相当するチタン製の人工歯根を埋め込

み、その上に人工の歯をかぶせる治療法です。イ

ンプラント治療は違和感なく咬み合わせを回復さ

せるだけでなく、審美性を回復し、自然な歯並び

をよみがえらせることができます。初めての経験で

緊張される方もいらっしゃいますが、通常の１本の

インプラントの埋入にかかる時間は15～30分程度

で、翌日からの仕事は可能です。 

 当院のインプラント治療の特徴として 

① 最新のデジタル技術を応用した安全なインプ

ラント治療 

 当院3階にありますインプラントシミュレーション

ルームには、さまざまなシミュレーションソフトが導

入されております。そこでは、インプラント治療をお

こなう患者さんのＣＴ画像を再構築して、デジタル

シミレーション手術を行って手術に望みます。さら

に、このシミュレーションから3Dプリンターを用いた

サージカルガイド（インプラントの埋め込む位置や

方向を制御する装置）を作製することによって、よ

り安全でより的確な位置にインプラントを埋め込む

ことが可能になります。 

 

② 多方面の専門分野が集まったインプラントカン

ファレンス 

 当院で行われる全てのインプラント治療は日本

有数の学会指導医数を誇るインプラントセンター

カンファランスにおいて、インプラント歯科・補綴歯

科・顎顔面口腔外科・高齢者歯科・歯周病科・歯

科放射線科の専門家が集まって最善の治療方針

を検討いたします。 

 

③滅菌環境の整った手術室の使用と全身状態に

対応した静脈麻酔下でのインプラント手術の実施 

 インプラントの手術は全て滅菌環境の整った手

術室を使用し、高血圧や糖尿病、心疾患等のお

病気をお持ちの方やご高齢の方、手術が初めて

で怖い方、嘔吐反射が激しい方には、歯科麻酔

科と連携して静脈麻酔下にて安全なインプラント

治療を行っておりますので、インプラント治療に不

安な方も遠慮なくご相談にきてください。 

診療科紹介：インプラント歯科 
インプラント歯科 科長 宗像 源博 

滅菌環境の整った当院手術室 

シミュレーション画像の一例 インプラント治療シミュレーションルーム 



昭和大学歯科病院 3  

診療の流れ：高齢者歯科 
高齢者歯科 診療科長補佐 七田 俊晴 

 「最近、うまく噛めない！ 食べこぼしがある！ 

食事のさいに少しむせる！」 

 こんな症状はありませんか？ それは、口腔機

能低下（オーラルフレイル）の始まりかもしれませ

ん。「口腔機能低下」とは、加齢により口腔内の

「感覚」「咀嚼」「嚥下」「唾液分泌」などの機能が

少しずつ低下してくる症状です。「口腔機能低下」

を早期に自覚することで生涯にわたり、食べること

を楽しみ、会話に花を咲かせ、笑顔が続く健康長

寿を支えます。 

 「口腔機能低下」は2018年4月から保険診療で

「口腔機能低下症」という病名が付けられ、その検

査を行うことができるようになりました。当科ではこ

の口腔機能低下の診断を行うことができます。ま

た、「口腔機能低下症」を放置すると「口腔機能

障害」になってしまいます。これは「摂食嚥下障

害」や「咀嚼障害」などの回復が難しい症状です。

ただし、「口腔機能低下症」で対処すれば改善す

ることができます。そのためにも多くの方々に「口腔

機能低下症」というお口の病気を知っていただき、

早期に対処をしていただきたいと考えます。 

〈対象となる患者さん〉 

 70歳以上の患者さんと65歳以上で基礎疾患が

あり、お体の状態を観察しながら治療を行わなけ

ればならない患者さんや、医科の先生との連携が

必要な患者さんの診療を行っています。いわゆる

ご高齢の患者さんの一般歯科診療（むし歯の治

療や入れ歯の製作）を行うところだとご理解いただ

いてよいかと思います。 

〈診療の流れ〉 

 他院からの御紹介状がある患者さんは、1階初

診受付にて受付後、3階西診療室、高齢者歯科

の受付に来ていただきます。 

 紹介状をお持ちでない患者さんは、１階初診受

付にて受付後、4階総合診療歯科にて問診をい

たします。その後ご年齢やご体調を考慮し、3階高

齢者歯科を受診していただくことになります。 

 初診時は当日来院された原因（痛み）などを処

置を行います。さらに、今後の診療に必要な口腔

内検査やⅩ線写真撮影をさせていただき、患者さ

んのご都合のいい曜日等を考慮し、担当医を決め

ます。 

〈診療で特徴的なもの〉 

 認知症や歯科恐怖症などのため精神鎮静法の 

併用が必要な方は、歯科麻酔科、顎顔面口腔外

科をはじめとする各専門診療科のご支援をいただ

き、治療を展開いたします。外来設備は、先に述

べさせていただいた「口腔機能低下症」の診断に

用いる器具、治療中の血圧や血中酸素濃度をリ

アルタイムに監視できる生体情報モニターや心が

落ち着く笑気吸入鎮静器、訪問診療に対応でき

るポータブル歯科用ユニットなどを揃えています。 

 また、脳梗塞や心筋梗塞発作の予防のために

抗血液凝固薬（ワルファリンカリウム）を服用されて

いる方には、抜歯などでの止血に問題がないか確

認できる検査キットが完備されています。 

 超高齢社会を迎えた日本において、健やかに

日々をお過ごしいただけるよう微力ながらお手伝

いをいたしたく、医局員一同、日々診療に取り組ん

でいます。 

高齢者歯科 スタッフ 



昭和大学歯科病院 4  

 7月末の梅雨明け以降、晴れて日差しが強く、空気を冷やす雨も降らず、厳しい暑さが

続いています。今年の8月上旬の東京の平均気温は30.0℃と平年よりも３℃以上も高

く、平均気温が30℃を上回るのは、猛暑の年だった1994年以来25年ぶりとのことです。 

 皆さま、体調管理には気をつけてお過ごしください。                 （K.Y） 

編 集 後 記 
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